
過酸化水素と鉄塩を用いるフェントン法は廃水中の有機物を酸化分解する処理法のひとつですが、
複雑な構造を持つ有機物は分解が困難で、産業廃棄物処理に頼らざるを得ず、処理コストが大きな負担となっ
ていました。 
コタリストＢＰはフェントン法の分解作用を強力に促進させ、難分解性有機物の分解を可能にしました。さら
に過酸化水素の分解作用も併せ持っているため反応後の分解工程も簡略化でき、発生するスラッジもフェント
ン法に比べて大幅に削減できます。 
コタリストＢＰを用いる処理法は、既存のフェントン法に少しの改造を加える程度で運用することが出来るの
で、初期の装置改造コストの負担も小さく済ませることが可能です。

①フェントン反応では困難であった難分解物質の処理効率の向上　　　
　例：DMSO（ジメチルスルホキシド）、１,４－ジオキサン等　
② スラッジ量の大幅な低減及び沈降性の向上
③ 過酸化水素の分解作用があるため、反応終了後、残存過酸化水素の分解工程の簡略化
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外観・性状 投入方法

フェントン法とコタリストBPを使った方法との比較

高機能COD成分分解触媒

　コタリストBP

フェントン法 コタリスト BP処方

反
応
後
静
置
60
分

TOC分解率 33% 29% 60%

添
加
薬
剤

35%過酸化水素 7,900 mg/L

鉄塩（FeSO4・7H2O） 12,000 mg/L 6,000 mg/L 600 mg/L

コタリスト BP 無添加 無添加 1,000 mg/L

処理対象物質：濃度 DMSO：500mg/L

過酸化水素量 TODの約 1.5倍

反応時間 60分

・湿り気のある黒い粉
・水に対する分散性良好

廃水にそのまま投入するか、
水に分散させ、分散液として投入



処理対象廃液
過酸化水素と有機物由来の

COD成分を含んだ 
金属表面処理水

添加薬剤
コタリスト BP 0.2%
鉄塩 0.1%
pH調整剤 適量

反応時間 60分

処理前COD
12,500 mg/L →　処理後COD

　　470 mg/L

URL: https://www.dia-aqua.co.jp/
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■性能・仕様は、改良のため予告なく変更することがあります。あらかじめご了承ください。

ご使用前に必ず「安全データシート」（SDS）をお読みください。

21.5(A)

取扱店名・工事店名

コタリストBP

使用方法の一例 （バッチ処理）

荷　姿

製品の安全性・取扱い上の注意

廃液に硫酸を添加し、pHを 2.5～ 3.0に調整
処理後の条件に合わせたコタリストBPと鉄塩を投入
処理計画に合わせた添加量及び速度で、過酸化水素を投入
反応終了後、かく拌を続けて残存過水を分解
処理液を中和し、上澄み液を放流又は活性汚泥処理

10kgの 2重の袋
（外袋：クラフト紙、内袋：ポリエチレン）

過酸化水素分解速度

労働安全衛生法・危険物及び劇物取締法・消
防法などの法令に該当しない

実廃水を用いた試験例

廃液

pH調整
コタリストBP
鉄塩投入

過酸化水素を
投入し酸化分解 残存過水分解 中和

上澄み液
放流又は
活性汚泥
処理
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コタリストBPによるH2O2の分解

初期過水濃度：30,000mg/L
水温：25~36℃
回転速度：450rpm

コタリストBP 0.1%

コタリストBP 0.2%

コタリストBP 0.3%


